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2平成 23年10月1日

決 算

平成 22 年度決算のあらまし
　市では「館山市行財政改革方針」の着実な推進を基本に、「輝く人・美しい自然　元気なまち館山」の
実現に向け、「安全・安心のまちづくり」、「経済振興のまちづくり」、「子育て・生きがい充実のまち
づくり」、「市民が主役のまちづくり」に重点的に取り組み、限られた財源の中、優先的に事業を進めま
した。
　平成22年度一般会計決算の特徴として、歳入では、長引く景気低迷により市税収入が落ち込む一方、地
方交付税が前年度に比べ大幅に増額となったことなどから、前年比 2億 6,211万円（1.5％）の増となりま
した。また、歳出においては、行財政改革の継続的な推進や、職員給与などの人件費削減により、経常的
な経費が前年比 3億 3,554万円（2.3％）の減となり、財政構造の弾力性をみる経常収支比率は 2 年続けて
改善し、89.5％となりました。詳しい決算の概要と財政状況をお知らせします。　　　　　　　　　　　
　問合せ／行革財政課（☎ 22 － 3291）

決算額はどの
くらいだったの？

　市には、市民生活に直
接関係の深い、道路の補
修や学校整備、福祉など
の事業を行う一般会計
と、特別の目的をもって、
独立採算を基本として運
営される特別会計があり
ます。

一般会計と特別会計の
決算は表のとおりです。

どんな収入があって、なんのために使ったの？

その他
商工・議会・
災害関係などに

12 億 893 万円
（7.1％）

農林水産業費
農林水産業の振興に

5億 4,292 万円
（3.2％）

19 億 7,275 万円
（11.5％）

借入金の返済に

17 億 6,899 万円
（10.3％）

教育の充実、文化や
スポーツの振興に

公債費

土木費

16 億 3,218 万円
（9.5％）

道路・橋梁など
都市基盤の整備に

民生費
福祉の推進に

55 億 595 万円
　（32.1％）

総務費

衛生費

教育費 歳 出

消防費
救急救命や、消防活動に

8億 8,851 万円
（5.2％）

171 億 3,828 万円

17 億 7,591 万円
（10.4％） 一般的な事務に

清掃・保健衛生・
上水道整備などに

18 億 4,214 万円
（10.7％）

11 億 7,772 万円
（6.5％）

地方交付税
37 億 7,776 万円
　　（20.9％）

その他の依存財源

15 億 3,670 万円
（8.5％）

使用料・
手数料
4 億 2,406 万円
（2.4％）

その他の自主財源
14 億 996 万円
（7.8％）

歳 入
181 億 567 万円国庫

支出金

23 億 2,613 万円
（12.8％）

市税

60 億 8,783 万円
（33.6％）

自主

  財源
   43.8％依存

 財源
      56.2％

〔 一般会計の歳入・歳出内訳 〕

▼一般会計・特別会計決算総括表

会計名

一般会計　　

 　国民健康保険

 　老人保健

 　後期高齢者医療

 　介護保険

 　学童災害共済事業

 　下水道事業

　 小計（特別会計）

合　　計

歳入

181億　567万円

64億1,313万円

170万円

5億9,789万円

40億8,291万円

75万円

7億7,433万円

118億7,071万円

299億7,638万円

特
別
会
計

歳出

171億3,828万円

62億　945万円

170万円

5億5,874万円

40億3,326万円

74万円

7億5,165万円

115億5,554万円

286億9,382万円

差引額

9億6,739万円

2億　368万円

－

3,915万円

4,965万円

1万円

2,268万円

3億1,517万円

12億8,256万円

〔目的別〕

　県
支出金

13 億 6,551 万円
（7.5％）

市債



3 だん暖たてやま

ここ数年の収入支出は、どんな傾向にあるの？

〔 一般会計における過去 5 年間の主な歳入・歳出の推移 〕

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

補 助 費

物 件 費

投資的経費

Ｈ 22

（単位：億円）
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自主財源比率（％）
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181.1
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49.6
53.2 53.8

46.9
43.8

32.0
30.2 30.3

37.9 37.8

19.1
22.8 22.5 33.8

36.9

6.8 7.9 10.3 11.2
15.4

Ｈ 22

（単位：億円）
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▼歳出（性質別）
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歳出の状況では、右頁の
円グラフの目的別ではな
く、性質別（使い方）に
て推移を表しています。
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　　職員数
▲　人口1,000人当たり職員数（館山市）
●　人口1,000人当たり職員数（県内類似団体※平均）
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…職員給与や議員報酬など

…生活保護費や子ども手当、医療費助成

　や福祉関係経費など

…借入金（市債）の返済費用

…各種団体への補助金や一部事務組合へ

　の負担金など

…施設の維持管理費や消耗品などの購入

　費用

…施設や道路整備など、将来も形となっ

　て残るものに対する費用

各性質の説明

歳入の傾向
歳�入総額 ･･･ 近年右肩上がりで増加しています。国の経済対策

における交付金や、子ども手当などの制度改正による国庫支
出金の増額によるものです。

市�税 ･･･ 平成 19 年度の税制改正により一時的に増加したもの
の、その後の景気低迷により減少し続けています。

地�方交付税 ･･･ 近年増加傾向であり、平成 22 年度は、国の
交付税総額の増額や、市税が減少したことにより前年比 3
億 9,612 万円（11.7％）の大幅な増加となりました。

　�※地方交付税とは、全国すべての地方公共団体が一定レベ
ルの行政サービスが出来るよう、国から交付されるお金。

市�債（市の借金）･･･ 近年増加傾向です。これは臨時財政対策債
という特例債の増加によるものです。本来国が地方交付税とし
て地方へ交付すべきお金が、国の財政状況の悪化により交付
できないため、市が一時的に借入をおこない、その借入に対
する返済金額は、将来、全額が地方交付税に上乗せされます。

歳出の傾向
扶�助費 ･･･ 近年右肩上がりで増加しています。これは景気低迷

による生活保護費の増加や、子ども手当などの国の制度改正、
障害・介護などの福祉関係経費の増加などによるものです。

人�件費 ･･･ 毎年減少しています。これは、退職者の不補充など
により、職員数を減らしたこと、職員給与の減額（3 ～ 5％減）、
各種手当の削減（住居手当など）などによるものです。

補�助費・物件費、投資的経費 ･･･ 国の経済対策により、平成
21 年度の定額給付金事業（補助費）や、各種雇用対策事業

（物件費）、公共事業（投資的経費）などが増えています。

総�論
　�年々増加する扶助費を、人件費の削減で対処し、経常的な

経費の増加を極力抑えています。今後は更なる行財政改革の
推進により、歳入確保および歳出削減を図り、「最少の経費
で最大の効果を挙げること」に努めていきます。

9.29

▼市職員の推移

※類似団体…市町村を人口や産業構造により区分したもの
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決 算

市の貯金と借金はどのくらいあるの？

市債（借入金）残高について
　市債には、財源確保の目的と、将来
にわたって利用される公共施設（道
路・下水道・教育施設など）の整備費
用について、世代間の負担を調整する
役割があります。市の借入残高（一般
会計債）は、平成15年度末の約200 億
円をピークに、年々減少傾向にありま
す。これは、近年の先行きが見えない
経済情勢の中、将来の負担をできるだ
け抑えることで、健全な財政運営が保
てるよう、新たな借り入れを抑制した
ためです。

基金（貯金）残高について
　市には、毎年の剰余金や、特定の目的のために積立てをおこな
う基金があります。
　基金の中でも、表中の財政調整基金は、急激な税収の落ち込み
や災害などの不測の事態に備えるためのもので、財源に余裕のあ
るときに積み立てておくものです。
　その積立額は、平成15年度に約14億円でしたが、平成16年度
からの国の「三位一体の改革」による地方交付税の減少などの影
響により、年々基金を取り崩し、平成 19 年度決算では、128 万円
まで落ち込みました。しかし、平成 22 年度には、地方交付税の増
加や、人件費の減額など行財政改革による効果により積立をし、
また平成 23年度 9月議会において、平成 22年度決算の剰余金など
の積立により、基金残高は 8.7 億円まで回復しました。

館山市の財政は大丈夫なの？

　市町村の財政運営を表す指標において、重要視されてい
るのが、財政危機の早期発見を目的とした“健全化判断比
率（下表）”と、財政構造の弾力性（自由に使えるお金が
いくらあるのか）を示す“経常収支比率（右表）”です。
　健全化判断比率は、いずれの数値も、警戒ラインの早期
健全化基準（黄色信号）を、大幅に下回りました。一方、
平成 20 年度に県内で唯一 100％を超えた経常収支比率
は、2 年連続で改善され、県内市の平均値とほぼ同水準と
なりました。
　しかし、各種指標の改善は、国から交付される地方交付
税の増額によるところが大きく、楽観できない状況です。
今後も健全な財政運営を目指し、引き続き行財政改革を推
進していきます。

▼健全化判断比率および資金不足比率の数値

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

Ｈ20

－

―

7.5

107.3

―

Ｈ21

－

―

7.3

106.6

―

Ｈ22

－

―

7.5

90.5

―

早期健全化基準
（黄信号）

13.21

18.21

25.0

350.0

財政再生基準
（赤信号）

20.0

35.0

35.0

－

一般会計などの赤字の程度を表す指標

すべての会計を合算した市全体の赤字の程度を表す
指標（市全体の財政運営の深刻度を示す）

借入金の返済額などが財政に及ぼす負担を表す指標
（資金繰りの危険度を示す）

借入金の残高や将来支払いの可能性のある負担などを、
現時点で表す指標（将来の財政運営の危険度を示す）

公営企業会計（館山市では下水道会計）の経営状
況の深刻度を示す

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率は、赤字（資金不足）額がない（黒字）ため「－」で表示しています。
※基準数値を上回ると、それぞれ財政健全化の計画を策定し、国へ提出しなければいけません。

20.0（経営健全化基準）

当市の比率
健全化判断比率等 説明

200

150

100

50

0
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183.5 176.3
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一般会計債
下水道会計債

（単位：億円）

▼市債残高（借入金）の推移
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▼基金残高（貯金）の推移
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◆　館山市
●　県内市平均値

※経常収支比率は、70％～ 80％が適正水準といわれています。
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自由に使える財源＝ 11.6 億円

▼経常収支比率の推移

その他基金
財政調整基金（一般会計）

（単位：億円）
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具体的にはどんな事業をおこなったの？

平成 22 年度 主な事業と決算額 ～“輝く人・美しい自然　元気なまち館山”の実現に向けて～
※ 注　〔　〕内は、事業費の財源内訳です。

１　安全・安心のまちづくり

デジタル防災行政無線設置事業　1,670 万円	 【防災】
〔 市債1,500万　一般財源170万 〕
デジタル防災行政無線設備を、未整備地域へ５局
新設し、市民への情報伝達体制の強化に努めた。

消防施設整備事業　3,548 万円	 【消防】
〔 国県補助2,614万　市債560万　一般財源374万 〕
消防団ポンプ自動車の配備や、消防詰所改築工事
などにより消防力の充実を図った。

健康診断・予防接種事業　1億 2,740 万円	 【健康】
〔 国県補助1,122 万　その他 1,075 万　一般財源 1億 543 万 〕
疾病の予防および早期発見・治療のため、予防接種
や健康診査、各種がん検診などを実施した。検診結
果に基づく生活指導により、疾病予防を図った。

汐入橋人道橋新設工事　3,578 万円	 【交通】
〔 市債 2,680 万　一般財源 898 万 〕
歩行者の安全を確保するため、
汐入橋に並行する人道橋の設置
工事を行った。
※総事業費9,055万円（平成23
年度支出含む）

３　子育て・生きがい充実のまちづくり

元気な広場運営事業　1,500 万円	 【子育て】
〔 国県補助 444 万　一般財源 1,056 万 〕
子育て支援や世代間交流の拠点となる、元気な広
場の運営費用

コミュニティセンター改修事業　3,550 万円	 【生涯学習】
〔 国県補助　3,550 万 〕
コミュニティセンター外壁や空調設備の改修を行い、
生涯学習の環境整備を図った。

２　経済振興のまちづくり

南房総地域観光圏事業　708 万円	 【観光】
〔 一般財源 708 万 〕
国土交通省や南房総 3 市 1 町と連携し、フラワー
ツーリズムの推進などの観光振興事業や、プロモー
ション活動を実施した。

館山港交流拠点整備事業　4 億 8,566 万円	 【観光】
〔 国県補助 3 億 6,647 万　市債 1 億 1,440 万　
一般財源 479 万 〕
交流拠点「“渚の駅”
たてやま」の、海辺の
広場などの整備事業

雇用対策事業　1 億 7,482 万円	 【雇用】
〔 国県補助1 億 7,426 万　一般財源 56 万 〕
離職を余儀なくされた非正規労働者などへ、次の雇
用までの短期の雇用・就業機会の創出を図った。

漁港漁場整備事業　1 億 3,086 万円	 【水産】
〔 国県補助1億177万　市債2,600万　一般財源309万 〕
下原漁港物揚場整備による漁港機能増進や、西岬
沖魚礁設置による漁獲量向上のための整備事業。

４　市民が主役のまちづくり

コミュニティ活動支援事業　799 万円	 【地域】
〔 その他 250 万　一般財源 549 万 〕
コミュニティ活動に対する助成により、市民と行政
が分担・協働する市民参加のまちづくりを目指した。

都市計画税や入湯税、どんなことに使われているの？

　都市計画税と入湯税は目的税と呼ば
れ、使いみちが定められています。
　都市計画税は、都市計画法に基づく
都市計画事業に要する費用に充てるこ
ととされ、平成 22 年度の収入（5 億
1,814万円）は、右表事業の経費に充
てられました。
　また、入湯税の収入（2,457 万円）
は、観光振興事業（案内看板設置事業
など）や、消防施設整備（消火栓整備
など）などの経費の一部に充てられま
した。

▼平成 22 年度都市計画事業費　合計 7 億 6,640 万円

事業の種類

都市計画道路

整備事業

下水道整備事業

地方債償還

事業内容

船形館山港線（鏡ヶ浦通り）

の道路改良工事など

過去に実施した下水道事業の

地方債返済費用などに充てる、

一般会計からの繰出金として

過去に実施した都市計画事業

（青柳大賀線など）の地方債返

済費用として

事業費

2億8,101万円

1億5,465万円

3億3,074万円

決算に関する資料（決算表や、決算を家計に例えて解説している「館山市
の台所事情」など）は、市ホームページでも見ることができます。
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お 知 ら せ

　調査概要

　

今
年
の
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
震
災

発
生
時
の
状
況
や
防
災
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
防
災
施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
震
災
時
の
行
動
や
、
普
段
か
ら
の
防
災
意
識
を
お
聞
き

し
、
基
礎
資
料
と
す
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を

詳
し
く
分
析
し
、
防
災
計
画
や
市
民
啓
発
な
ど
に
反
映
し
、
よ
り
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎
22
―
３
４
４
２
）

①
当
日
の
行
動
に
つ
い
て

　

当
日
の
避
難
行
動
に
つ
い
て

質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
避
難
し

た
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

13
・
９
％
、「
避
難
し
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

84
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。（
図

１
）
な
お
、津
波
危
険
区
域
（
※
）

内
に
居
た
人
の
う
ち
「
避
難
し

た
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

26
・
８
％
で
し
た
。

　

避
難
し
た
場
所
に
選
ん
だ
理

由
と
し
て
、「
高
い
と
こ
ろ
だ

か
ら
」
42
・
５
％
、「
市
の
指
定

避
難
場
所
だ
か
ら
」
28
・
８
％
、

「
海
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
」
17
・
８
％

の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

移
動
手
段
で
は
、「
自
動
車
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
52
・

１
％
と
最
も
多
く
、次
い
で
「
徒

歩
」
45
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
被
災
地
で
は
自
動

車
で
避
難
し
て
逃
げ
遅
れ
た
人

が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
避
難
し
な
か
っ
た
」
と
回

答
し
た
人
の
理
由
と
し
て
、「
大

き
な
津
波
は
来
な
い
と
思
っ

た
」
32
・
５
％
、「
避
難
指
示
が

出
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」

30
・
８
％
、「
津
波
が
来
て
も

大
丈
夫
な
場
所
に
い
た
」
29
・

６
％
、「
周
り
の
人
が
避
難
し

て
い
な
か
っ
た
か
ら
」
24
・
３
％

の
順
と
な
り
、
油
断
し
て
い
た

傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。（
図

２
）

　

今
後
の
避
難
に
つ
い
て
、
津

波
危
険
区
域
内
に
居
た
人
で
は

「
す
ぐ
に
避
難
す
る
」
と
回
答

し
た
人
の
割
合
が
84
・
０
％
と

な
り
、
津
波
に
対
す
る
意
識
の

変
化
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

※
津
波
危
険
区
域
…
船
形
か
ら

洲
埼
灯
台
ま
で
は
海
抜
５
・
０

ｍ
以
下
、
洲
埼
灯
台
か
ら
富
崎

ま
で
は
海
抜
10
・
０
ｍ
以
下
の

今
後
は
す
ぐ
避
難
す
る
…
84
・
０
％

「
市
民
防
災
意
識
調
査
」結
果
の
概
要

　

調
査
結
果

　調査対象／市内在住の 20 歳以上
男女 1,000 人（無作為抽出）
　調査期間／平成 23 年 6 月 30 日
～平成 23 年 7 月 20 日
　調査方法／調査表の配布、回収
ともに郵送
　回答状況／ 510 通（51.0％）

避難行動（図 1）
避難しなかった理由（図 2）

情報源（図 3）充実すべき情報伝達手段（図 4）
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今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
防
災
意
識
の
変
化
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。
災
害
か
ら
自
分
自
身
の
身
を
守
る
た
め
に
、
日

頃
か
ら
避
難
先
の
確
認
や
食
料
・
水
な
ど
の
準
備
を
し
て
、
地
域

で
協
力
と
助
け
合
い
を
行
い
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

区
域

②
防
災
情
報
に
つ
い
て

　

大
津
波
警
報
や
避
難
指
示
の

情
報
源
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
」

45
・
７
％
、「
防
災
行
政
無
線
」

44
・
３
％
と
回
答
し
た
割
合
が

高
か
っ
た
一
方
で
、
20
・
８
％

の
割
合
の
人
が
「
知
ら
な
か
っ

た
」
と
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
３
）

　

防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い

て
、
今
後
充
実
す
べ
き
内
容
を

質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
防
災
行

政
無
線
の
性
能
の
向
上
」
75
・

５
％
、「
消
防
車
や
広
報
車
に

よ
る
広
報
」
41
・
２
％
、「
防

災
行
政
無
線
の
増
設
」
33
・
１
％

の
順
と
な
り
、
多
く
の
人
が
防

災
行
政
無
線
の
聞
き
取
り
に
く

さ
を
感
じ
て
い
る
と
の
結
果
に

な
り
ま
し
た
。（
図
４
）

③
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

今
現
在
、
個
人
で
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
非
常
持
出
品
な
ど
を
準

備
」
45
・
１
％
、「
避
難
場
所

な
ど
を
確
認
」
44
・
１
％
と
高

く
、
何
ら
か
の
防
災
対
策
を
し

て
い
る
と
回
答
し
た
人
の
割
合

が
80
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
５
）

　

ま
た
、
震
災
前
と
震
災
後
に

つ
い
て
、「
日
頃
の
備
え
が
大

事
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
何
ら

か
の
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
と

回
答
し
た
人
の
割
合
が
、
62
・

５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
急
に
必
要
な
津
波
対
策
と

し
て
、「
防
災
行
政
無
線
な
ど

情
報
伝
達
体
制
の
整
備
」
74
・

９
％
、「
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ

の
避
難
対
策
」
57
・
４
％
、「
避

難
場
所
の
見
直
し
」
53
・
２
％
、

「
地
盤
高
表
示
板
の
増
設
や
避

難
ル
ー
ト
の
表
示
」
50
・
０
％
、

「
津
波
被
害
想
定
の
見
直
し
」

43
・
７
％
と
い
う
順
に
な
り
ま

し
た
。（
図
６
）

④
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　

津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
の

参
加
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
14
・

１
％
「
都
合
が
合
え
ば
参
加
し

た
い
」
56
・
５
％
「
誘
わ
れ
た

ら
参
加
し
た
い
」
９
・
４
％
と
、

80
・
０
％
の
人
が
参
加
の
意
思

を
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
７
）

⑤
自
主
防
災
会
に
つ
い
て

　

自
主
防
災
会
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
区
に
「
あ
る
」
25
・
３
％
、

「
な
い
」
11
・
４
％
、「
知
ら
な
い
」

56
・
１
％
、
活
動
に
つ
い
て
「
よ

く
知
っ
て
い
る
」
11
・
２
％
、

「
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
」
35
・

７
％
、「
全
く
知
ら
な
い
」
44
・

５
％
と
、
地
域
で
の
認
知
度
が

低
い
状
況
で
し
た
。（
図
８
・
９
）

　

ま
た
、
避
難
方
法
に
つ
い
て

質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
一
人
ま

た
は
家
族
の
み
で
」
避
難
し
た

と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
48
・

６
％
で
あ
り
ま
し
た
が
、「
ご
近

所
に
声
を
か
け
た
」「
一
緒
に

避
難
す
る
よ
う
に
勧
め
た
」
と

答
え
た
人
の
割
合
は
49
・
３
％

で
あ
り
、
ご
近
所
同
士
で
の
助

け
合
い
の
ほ
か
、
当
日
に
活
動

し
た
自
主
防
災
会
で
は
、
避
難

の
呼
び
掛
け
や
誘
導
を
す
る
な

ど
、
地
域
で
多
く
の
活
躍
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

津波避難訓練参加意向（図 7）自主防災会（認知度）（図 8）自主防災会（活動）（図 9）

早急に必要な津波対策（図 6） 個人での防災対策（図 5）



8平成 23年10月1日

お 知 ら せ
　

新
し
く
「
館
山
市
小
規
模
埋

立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及

び
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す

る
条
例
・
規
則
」
が
制
定
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
、
土
地
の

埋
め
立
て
な
ど
に
関
す
る
手
続

き
が
変
わ
り
ま
す
。
主
な
変
更

点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
申
請
手
数
料
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
許
可
申
請
手
数
料
は

２
万
円
、
変
更
許
可
手
数
料
は

１
万
円
で
す
。

②
埋
立
現
場
で
の
定
期
的
な
地

　

農
業
委
員
会
の
川
名
初
江
委
員

が
、
千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会

の
副
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会

は
、
県
下
の
女
性
農
業
委
員

の
交
流
・
連
帯
を
深
め
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向

上
、
男
女
共
同
参
画
、
女
性
の

視
点
を
生
か
し
た
農
業
振
興
、

農
村
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
の
女
性
農
業
委

員
は
19
市
町
に
35
人
。
川
名
さ

書
」、「
検
査
試
料
採
取
調
書
」

は
、「
土
砂
等
搬
入
届
」
へ
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
軽
微
な
変
更
の
規
定
を
設
け

ま
し
た
。「
軽
微
変
更
」
に
つ
い

て
は
届
出
の
み
と
な
り
ま
す
。

⑤
埋
め
立
て
な
ど
の
構
造
基
準

を
、
県
条
例
に
合
わ
せ
た
も
の

に
変
更
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
申
請
な
ど
の
様
式

や
添
付
書
類
に
変
更
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（
☎
22
―

３
３
５
２
）

　千葉司法書士会では、東日本大震災で被災・避難し
た人を対象に、無料電話相談を実施しています。相談は、
県内の司法書士が対応し、費用は一切かかりません。
　実施期限／ 11月 30 日（水）まで（延長の場合あり）
　実施時間／ 15:00 ～19:00（平日のみ）

川
名
初
江
委
員
が
副
会
長
に
選
出

千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会川名初江委員

ス
ト
ッ
プ
!!
ヤ
ミ
耕
作

土
地
の
埋
め
立
て
な
ど
の

　
　

 

手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

農
家
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
な
農

地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
昔
か
ら
、
手
続
き
を
せ
ず
に

農
地
を
貸
し
て
（
借
り
て
）
い

る
。

○
親
戚
・
知
人
に
信
頼
だ
け
で

貸
し
て
（
借
り
て
）
い
る
の
で

手
続
き
を
し
て
い
な
い
。

○
転
作
・
税
金
な
ど
の
関
係
が

あ
る
の
で
手
続
き
を
し
て
い
な

い
。

○
手
続
き
が
面
倒
だ
か
ら
ヤ
ミ

で
貸
し
て
（
借
り
て
）
い
る
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
が
20
年
以

上
に
わ
た
っ
た
場
合
、
賃
借
人

が
貸
借
権
を
取
得
す
る
こ
と
が

あ
り
、
農
地
を
売
っ
た
り
貸
し

た
り
す
る
際
に
、
賃
借
人
の
同

意
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
離
作

料
を
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ヤ
ミ
で
農
地
を

借
り
て
い
る
場
合
、
い
つ
地
主

か
ら
「
農
地
を
返
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
る
か
心
配
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ヤ
ミ
で
農
地

を
貸
借
す
る
と
、
農
地
の
返
還

を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
貸
借
は
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
正

規
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
市
町
村
・
農
業
委
員
会
が
仲

介
す
る
の
で
、
安
心
し
て
農
地

の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

○
契
約
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
、

自
動
的
に
地
主
に
農
地
が
返
っ

て
き
ま
す
。

○
手
続
き
が
非
常
に
簡
単
で
、

手
数
料
な
ど
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。

○
契
約
期
間
満
了
前
に
、
農
業

委
員
会
事
務
局
か
ら
再
設
定
の

案
内
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

※
農
地
を
借
り
受
け
る
た
め
に

は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
22
―
３
５
３
９
）

開
設
中

震災相談フリーダイヤル
０１２０－９７１－４３８

安
心
し
て

農
地
の
貸
し
借
り
を

市県民税第 3 期、国民健康保険税第 4 期、介護保険料第 4 期、後期高齢者医療保険料第 4 期の

納期限は10 月31日（月）です。問合せ／納税課（☎ 22－3257）

質
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

６
か
月
に
１
回
（
定
期
検
査
）

と
完
了
時
（
廃
止
し
た
場
合
に

は
廃
止
時
に
）
に
検
査
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

③
土
砂
な
ど
の
安
全
性
を
証
明

す
る
書
類
を
、「
土
砂
等
搬
入

届
」
へ
の
添
付
に
変
更
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
申
請
書
へ
添
付

し
て
い
た
「
土
砂
等
採
取
元
証

明
」、「
地
質
分
析
結
果
証
明

ん
は
「
千
葉
県
は
、
全
国
よ
り

も
女
性
農
業
委
員
の
数
が
少
な

い
の
で
、
一
人
で
も
多
く
増
や

し
た
い
。
ま
た
、
農
業
者
の
代

表
と
し
て
農
業
の
発
展
に
努
め

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
22
―
３
５
３
９
）
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８
月
26
日
に
「
平
成
23
年
度

に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
10
月
か
ら
平
成
24
年
３
月

ま
で
の
子
ど
も
手
当
制
度
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
対
象
／
０
歳
か
ら
中
学

校
修
了
前
（
15
歳
に
な
っ
た
後

の
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の

子
ど
も

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
給
金
額
／
【
０
歳
か
ら
３

歳
未
満
】
１
万
５
千
円
【
３
歳

以
上
か
ら
小
学
校
修
了
前
（
第

１
子
・
第
２
子
）】
１
万
円
【
３

歳
以
上
か
ら
小
学
校
修
了
前

（
第
３
子
）】
１
万
５
千
円
【
中

学
生
】
１
万
円

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
人
で
、
年
齢
の
１
番
高
い
も

の
か
ら
第
１
子
と
計
算
し
ま
す
。

　

新
た
な
支
給
要
件
な
ど
／
①

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る

　

市
の
行
財
政
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い

た
「
温
水
プ
ー
ル
」
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
施
設
（
ボ
イ
ラ
ー

や
建
物
な
ど
）
の
使
用
が
可
能

な
限
り
、
継
続
し
て
開
館
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
館
山
市
行
財
政
改

革
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
維

持
管
理
費
を
削
減
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度

ど
に
つ
い
て
も
、
本
人
の
同
意

に
よ
り
、
手
当
か
ら
納
付
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

※
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
い
た
人
も
含
め
、
新

た
に
認
定
請
求
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た

に
支
給
対
象
に
な
る
人
は
、
対

象
に
な
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
今
後
の
広
報
「
だ
ん

暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（
☎
22

―
３
４
９
６
）

10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
23
年
中
に
新

築
ま
た
は
増
築
し
た
家
屋
を
対

象
に
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計

画
税
の
算
定
の
基
に
な
る
家
屋

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
日
の
予
約
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
希
望
日

時
、
家
屋
の
建
築
場
所
、
所
有

者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

調
査
時
間
は
100
㎡（
約
30
坪
）

の
新
築
家
屋
で
約
30
分
で
す
。

な
お
、
調
査
員
は
「
固
定
資
産

評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

　

予
約
・
問
合
せ
／
税
務
課（
☎

22
―
３
２
６
１
）

新
築
・
増
築
し
た

家
屋
を
調
査
し
ま
す

温
水
プ
ー
ル
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

日
数
・
時
間
は
縮
減
へ

幼稚園、小・中学校で「ナシ給食」

　大井梨組合（出山敦組合長）の協力により、9
月 7 日（水）と8 日（木）の 2 日間に分け、もぎ
たての「ナシ」が給食の献立に上がりました。
　九重小学校（八巻一哉校長、児童数 87人）
では 9 月 7 日（水）、4 分の1にカットされた「豊
水」が給食に登場。同学校の 3 年生は、総合的
な学習でナシ栽培を取り入れ、受粉、花摘、摘
果、袋かけに続き、
8 月 23 日（ 火 ） に
収穫を体験したばか
り。｢ 作業体験は大
変だったけど楽しかっ
た。今日のナシも甘く
ておいしい｣と、みん
な笑顔でナシをほお
張っていました。

「地産地消」の取り組みの一環で

人
。（
留
学
中
の
場
合
な
ど
を

除
く
）
②
児
童
養
護
施
設
に
入

所
し
て
い
る
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
設
置
者
な
ど
に
支

給
。
③
未
成
年
後
見
人
や
父
母

指
定
者
に
対
し
て
も
、
父
母
と

同
様
（
監
護
・
生
計
同
一
）
の

要
件
で
支
給
。（
父
母
な
ど
が

国
外
居
住
の
場
合
で
も
支
給
可

能
）
④
監
護
・
生
計
同
一
要
件

を
満
た
す
人
が
複
数
い
る
場
合

は
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る

人
に
支
給
。（
単
身
赴
任
の
場

合
を
除
く
）
⑤
保
育
料
を
手
当

か
ら
直
接
納
付
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
費
な

以
降
、
開
館
日
数
や
開
館
時
間

を
縮
減
し
ま
す
。開
館
日
な
ど
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
10
月
か
ら
開
館
時
間
を
変
更

　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
、
温

水
プ
ー
ル
の
開
館
時
間
が
午
後

１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。
休
所
日
は
毎
週
、
月
・

木
曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日
で
す
。

　

問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎

22
―
３
６
９
６
）
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お 知 ら せ
　

県
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
「
人
権
週
間
」
に
ち

な
み
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

催
し
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
７
日
（
水
）
午

後
１
時
～
午
後
４
時

　

会
場
／
千
葉
県
文
化
会
館

　

内
容
／
大お

お
む
ね棟

耕
介 

氏
（
ホ
ス

　

亀
田
総
合
病
院
不
妊
生
殖
セ

ン
タ
ー
で
は
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
シ
ゴ
ー
ン
ニ
ュ
の
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
23
日
（
日
）
午

後
１
時
～
午
後
４
時

　

場
所
／
亀
田
総
合
病
院
Ｋ
タ

ワ
ー
13
階
「
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
」

　

内
容
／
医
師
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
「
妊
娠
と
漢
方
」、「
妊

娠
と
心
の
ケ
ア
」
に
つ
い
て
の

講
演

話
番
号
、
入
場
希
望
人
数
（
１

通
に
つ
き
２
人
ま
で
）、
託
児

サ
ー
ビ
ス
・
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
希
望
の
有
無
、
返
信
用
あ

て
先
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
込
締
切
／
11
月
７
日
（
月
）

必
着

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
260
―

０
８
５
５　

県
庁
内
郵
便
局
留

　

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
（
県
健

康
福
祉
政
策
課
内　

☎
043
―
223

―
２
３
４
８
）

無

料

相

談

～
ふ
た
り
の
た
め
に
、
未
来
の
家
族
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
で
き
る
こ
と
～

シ
ゴ
ー
ン
ニ
ュ
の
会

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・

　
 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

　現在、千葉地方法務局の館山支局で取り扱っている会社
や法人に関する登記事務は、平成 24 年 1 月 23 日（月）か
ら、本局の登記部門で取り扱います。
　なお、会社や法人の登記に関する証明書（登記事項証明書、
印鑑証明書など）については、引き続き、支局で交付を受
けることができます。
　問合せ／千葉地方法務局総務課（☎ 043 － 302 － 1311）

商業・法人登記の手続きは本局で

司法書士による相談会（予約制）
　千葉司法書士会では、予約制の無料相談会を開催します。

　日時／ 10 月 22 日（土）、11 月 26 日（土）、12 月 17 日（土）各日とも 10:00

～ 12:00、13:00 ～ 15:00

　場所／コミュニティセンター談話室

　相談内容／土地建物の不動産権利登記、相続、クレジット・サラ金のトラブル、多重債務など

　予約・問合せ／ちば司法書士総合相談センター（平日 10:00 ～ 17:00　☎043 － 204 － 8333）

　千葉県行政書士会安房支部では、無料相談を実施します。希望する人は、10 月 18 日（火）まで

に申し込んでください。（当日の申込みは原則不可）

　日時／ 10 月 21 日（金）10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

　場所／コミュニティセンター第３集会室

　相談内容／相続・遺言・成年後見・離婚など権利義務に関する手続き、農地・建設業など官公

署へ提出する書類の作成、法務・行政手続きなど

※相談時間は 1 件あたり 1 時間以内です。

※相談の際は必要な資料を持参してください。

　申込み・問合せ／千葉県行政書士会安房支部　担当：荒田（☎ 28 － 5330）

行政書士による相談

1月 23 日から

ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
）、
山
根

基も
と
よ世 

氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
新あ

ら
が
き垣

勉 

氏

（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト

　

定
員
／
１
千
400
人
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

入
場
料
／
無
料

　

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

　

申
込
方
法
／
参
加
希
望
者
の

氏
名
、
参
加
人
数
、
住
所
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
亀
田

総
合
病
院
不
妊
生
殖
セ
ン

タ
ー
（
☎
04
―
７
０
９
２
―

２
２
１
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

h
a
rm

o
n

y
.a

rt@
k
a
m

e
d

a
.

jp

）
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環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
は
、
学

年
ご
と
の
最
優
秀
賞
が
来
年
の

環
境
美
化
カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用

さ
れ
る
も
の
で
、
市
内
の
小
学

生
か
ら
274
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
た
高
橋
敦

子
教
諭
（
館
山
二
中
）、
松
尾

正
一
教
諭
（
館
山
三
中
）
は
、

「
作
品
か
ら
館
山
の
自
然
環
境

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
館
山
の
地

が
し
っ
か
り
と
描
写
さ
れ
て
い

る
。
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
を
通

じ
、
家
族
の
中
で
環
境
に
つ
い

て
話
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
学
年
ご
と
に

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
各
１
点
、

佳
作
２
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
敬
称
略
】

　

最
優
秀
賞
／
吉
村
桜
（
北
条

小
１
年
）、
岡
田
磨ま

し
ゅ
う周

（
北
条

小
２
年
）、
森
田
葵あ

お
い衣

（
北
条

小
３
）
田
沼
知と

も
き基

（
北
条
小
４

年
）、
森
英
介
（
北
条
小
５
年
）、

堀
江
晟せ

い
や矢

（
館
山
小
６
年
）

　

優
秀
賞
／
船
田
弥み

ゆ夢
（
館
山

小
１
年
）、
獅
子
田
梨り

お帆
（
館
山

　

「
館
山
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
地

球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
、
Ｃ

Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
を
抑
制
す
る
た
め
、
中
央
地

区
学
習
等
供
用
施
設
（
菜
の
花

ホ
ー
ル
）
の
空
調
設
備
と
照
明

の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
こ
の
工
事
は
「
千
葉
県

地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
」
の
補
助
を
受
け
て
一

体
的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

空
調
設
備
は
、
室
外
機
４
台
、

小
５
年
）、
村
田

亜
香
里
（
館
山

小
６
年
）、
出
口

京き
ょ
う
か佳

（
神
戸
小

６
年
）　

応
募
の

あ
っ
た
全
274
作

品
は
、
10
月
８

日
（
土
）
か
ら

９
日
（
日
）
ま
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
に
展
示

さ
れ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
12
月
14
日

（
水
）
か
ら
12
月
20
日
（
火
）

ま
で
、
館
山
駅
の
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（
☎
22
―

３
３
５
４
）

　10 月 16 日（ 日 ） ～ 11 月 3 日

（木・祝）は、「秋の散乱ごみゼロ週間」

です。

　各町内会などで決められた清掃日

に参加し、道路や空き地などに散乱

している空き缶、空きビンなどを各

地区のごみステーションに搬出して

ください。

　また、この機会に、ごみの散乱防

止だけでなく、リサイクルの推進に

ついても心が

けましょう。

　問合せ／環

境 課（ ☎ 22

－ 3354）

秋の散乱ごみゼロ週間

菜
の
花
ホ
ー
ル
が
省
エ
ネ
施
設
に

自
然
環
境
の
大
切
さ
を
作
品
に

第
20
回
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
２
年
）、
間ま

だ
て立

海か
い
と翔

（
船
形
小

３
年
）、
堀
江
洸こ

う
き輝

（
館
山
小
４

年
）、川
上
栞し

お
ん音

（
北
条
小
５
年
）、

秋
山
拓ひ

ろ
き紀

（
館
山
小
６
年
）

　

佳
作
／
原
瑞み

ず
き稀

（
北
条
小
１

年
）、
庄
司
和
佳
奈
（
船
形
小

１
年
）、
中
野
杏あ

み海
（
館
山
小

２
年
）、
福
山
清き

よ
ま
さ誠

（
館
山
小

２
年
）、
鈴
木
広こ

う
だ
い大

（
北
条
小

３
年
）、
吉
田
光

み
さ
き

咲
紀
（
北
条

小
３
年
）、
小
澤
颯そ

う

（
北
条
小

４
年
）、
増
田
冴さ

え

（
那
古
小
４

年
）、
菅
田
康こ

う
じ
ろ
う

二
郎
（
館
山
小

５
年
）、
近
藤
菜
々
美
（
北
条

室
内
機
17
台
を
ガ
ス
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
式
か
ら
電
気
式
高
効
率

タ
イ
プ
の
機
器
に
更
新
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
照
明
設
備
は
、
全
200

台
の
う
ち
、
集
会
室
や
調
理
室

な
ど
76
台
の
２
灯
用
蛍
光
灯
を

１
灯
で
同
じ
明
る
さ
と
な
る
環

境
配
慮
型
に
交
換
。
合
わ
せ
て

ト
イ
レ
な
ど
の
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト

や
誘
導
灯
の
合
計
50
台
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
し
、
省
電
力
化
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
年
間
約
10

ト
ン
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

が
抑
制
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（
☎

23
―
３
１
１
１
）
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お 知 ら せ
　

９
月
１
日
か
ら
、「
子
宮
が

ん
（
施
設
）
検
診
」
と
「
乳
が

ん
検
診
」
が
契
約
医
療
機
関
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
対
象
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
該
当
年
齢
の
人
も
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

各
検
診
の
対
象
者
（
広
報

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
５
月
15

日
号
・
７
月
15
日
号
に
掲
載
）

で
、
申
込
み
を
し
た
人
に
は
、

既
に
予
診
票
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
予
診
票
が
ま
だ
届
か
な
い

人
、
転
入
な
ど
に
よ
り
申
込
み

を
し
て
い
な
い
人
は
、
健
康
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
子
宮
が
ん
（
集
団
）

検
診
を
受
診
す
る
人
と
、
乳
が

ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者

に
は
12
月
に
発
送
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
健
康
課
（
☎
23
―

３
１
１
３
）

い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
…

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
人
に
、
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
可
能
な
「
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
を
、
10
月
１
日
か

ら
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
／
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
。
①
市
内
に
住
民
登

録
し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
人

　

②
運
転
免
許
証
を
有
効
期
限

内
に
自
主
返
納
し
た
人
（
返
納

日
か
ら
６
か
月
以
内
）　

③
顔

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

　

申
請
に
必
要
な
も
の
／
①
警

察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
で
交
付
さ
れ
た
「
申
請
に

よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知

書
」　

②
パ
ス
ポ
ー
ト
や
保
険

証
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の　

③
顔
写
真
１
枚
（
縦
４
・

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
３
・

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
正
面
、

無
帽
、
無
背
景
で
６
か
月
以
内

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
）

※
本
人
確
認
書
類
が
、
官
公
署

が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
証

明
書
で
あ
る
場
合
は
、
カ
ー
ド

を
即
日
交
付
し
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
、
別
途
書
類
に
よ

る
確
認
を
行
い
、
後
日
交
付
し

ま
す
。

　

申
請
期
限
／
返
納
日
か
ら
６

か
月
以
内
（
平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
９
月
30
日
ま

で
に
返
納
し
た
場
合
は
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
）

　

問
合
せ
／
市
民
課
（
☎
22
―

３
４
１
４
）

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

コミュニティ事業で
みこしを修復

　（財）自治総合センターの宝くじ
普及広報事業による助成を受け、高
井地区みこしの修復を行いました。
　宝くじ普及広報事業は、コミュニ
ティ活動の健全な発展を図ろうとす
るものです。
　事業費約 493 万円のうち、250
万円が助成金です。
　問合せ／社会安全課（☎ 22―
3142）

医療講演会
　（社）日本リウマチ友の会千葉支部では、医療

講演会を開催します。申込みは不要です。

　日時／ 10 月16 日（日）13:30 ～15:30

　場所／亀田総合病院Ｋタワー13 階「ホライゾン」

　テーマ／「関節リウマチにおいて注目されているいくつかのこと」

　講師／本島新司 氏（亀田総合病院リウマチ・膠
こうげんびょう

原病・アレルギー内科医師）

　定員／ 100 人（先着順）

　費用／無料

　問合せ／（社）日本リウマチ友の会千葉支部　大沼（0436－23－1235）
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40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
総

合
検
診
（
特
定
健
康
診
査
）
は

も
う
受
診
し
ま
し
た
か
？　

健

診
は
、
12
月
末
ま
で
、
市
内
の

委
託
医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま

す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、

健
康
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

特
定
健
康
診
査
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
で
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
各
保
険
者
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
康
診
査
は
40
歳
か
ら

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
予
備

軍
の
人
に
は
、
特
定
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
、
昭
和
47
年
４
月
か
ら
昭

和
48
年
３
月
生
ま
れ
の
皆
さ
ん

は
、
来
年
度
、
ピ
カ
ピ
カ
の
特

定
健
康
診
査
１
年
生
で
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
５
月
か
ら
６

月
に
、
総
合
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
総
合
検
診
で
は
、
特

定
健
康
診
査
（
血
液
検
査
・
血

圧
・
身
長
・
体
重
な
ど
、
生
活

習
慣
病
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
の
健
診
）、
肺
が
ん
結
核
検

診
、
胃
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
一
緒
に
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
毎
日
の
悪

い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
特
定
健

康
診
査
に
よ
り
、
糖
尿
病
や
肝

臓
病
な
ど
を
早
期
発
見
・
早
期

治
療
す
る
こ
と
で
、
寝
た
き
り

や
人
工
透
析
な
ど
の
重
症
化
を

予
防
で
き
ま
す
。
透
析
を
す
る

場
合
、
年
間
約
500
万
円
か
ら

550
万
円
の
医
療
費
が
か
か
り
ま

す
。
そ
う
な
る
前
に
、
年
に
１

度
の
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
の
総
合
検
診
で

は
、
胃
が
ん
は
３
人
（
受
診
者

３
千
300
人
）、
前
立
腺
が
ん
は

11
人
（
受
診
者
１
千
599
人
）
が

早
期
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
健
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

どのような病気が多いの？

　館山市の国民健康保険に加入している人
がどのような病気で病院にかかっているの
か、平成 23 年５月の診療件数 1 万 1,816
件を調べてみました。
　病気の種類ごとの件数を比較すると、高
血圧性疾患などの循環器系の疾患が 22％と
一番多く、次いで糖尿病などの内分泌・栄
養および代謝疾患が 13％となっています。

～国保加入者が病院にかかるとき～

病気にならないために…
　生活習慣病にならないよう、次のことに気をつけましょう。

【栄養・食生活】バランスのよい食事を心がけましょう。
【運動】毎日の生活の中に運動を取り入れましょう。
【たばこ】禁煙・分煙を心がけましょう。
【アルコール】適量を知り、休肝日を週に２日設けましょう。
【ストレス】自分に合ったストレス解消法を見つけましょう。
【健康診断】定期的に健康診断を受けましょう。

18 億 4,881 万円

2,620 件（22％）

診療件数
11,816 件

高血圧性疾患など

循環器系の疾患

糖尿病など

の内分泌・

栄養および

代謝疾患
1,570 件（13％）

関節症などの筋

骨格系および結

合組織の疾患
1,322 件（11％）

目および付属器

の疾患
1,183 件（10％）

風邪などの

呼吸器系の

疾患 980 件（8％）

その他
4,141 件（36％）

国保病類別疾病統計

　問合せ／保険給付課（☎ 22 － 3428）

10
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
『
40
歳
か
ら
の
健
康
週
間
』

　

わ
が
国
で
は
、
生
活
習
慣
病
が
重
要
な
健
康
問
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
９
月
を
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」、
10
月
の
第
２
月

曜
日
か
ら
１
週
間
を
「
40
歳
か
ら
の
健
康
週
間
」
と
し
て
、
壮

年
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
健
康
課
（
☎
23
―
３
１
１
３
）

受
け
よ
う
！
40
歳 

元
気
確
認
健
診
！

２
度
目
の
成
人
式
は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

総
合
検
診
会
場
で
！
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安
房
地
方
体
育
指
導
委
員
連

絡
協
議
会
で
は
、「
安
房
ス
ポ
・

レ
ク
祭
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
鋸
南
町
を

会
場
に
「
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
」

を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
29
日
（
土
）
受

付
午
前
９
時
～
、
開
会
式
午
前

９
時
30
分
～
、
競
技
午
前
10
時

～
、
閉
会
式
午
後
３
時
～

※
昼
食
は
、
空
き
時
間
を
利
用

し
て
各
自
で
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

場
所
／
鋸
南
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

　

対
象
／
安
房
地
域
に
在
住
す

る
小
学
生
以
上
の
人

　

持
ち
物
／
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

着
替
え

　

参
加
費
／
100
円
（
保
険
料
を

含
む
）

※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
／
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
郵
便
で
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
と

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推

進
員
（
南
房
総
地
域
）
は
、
木

更
津
市
と
共
催
で
、「
男
女
共
同

参
画
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
23
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

場
所
／
木
更
津
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル

　

講
師
／
酒
井
邦
浩 

氏
（「
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
千
葉

県
支
部
世
話
人
）、
畠
淳
子 

氏

（
Ｊ
Ａ
千
葉
厚
生
連
事
業
部
介

護
事
業
課
長
）

　

定
員
／
150
人

　

参
加
費
／
無
料

　

申
込
方
法
／
開
催
日
、
氏
名
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
ち
ば
県

民
共
生
セ
ン
タ
ー
（
☎
043
―

252
―
８
０
３
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

ken
kyo

u
se@

m
z.p

ref.ch
ib

a.

lg
.jp

）、
市
企
画
課
（
☎
22
―

３
１
６
３
）

募 集

有 
料 
広 
告

安
房
ス
ポ
・
レ
ク
祭

うまうま（離乳食）学級

ママと赤ちゃん一緒にどうぞ！

　保健推進員と一緒に離乳食を作るほか、管

理栄養士や保健師が個別相談に応じます。

（別室にて、赤ちゃんを預かります）

　また、妊婦さんとのフリートーキングもあ

ります。

　日時／ 10 月 26 日（水）13:15 ～ 15:30

　会場／コミュニティセンター

　持ち物／母子手帳、エプロン、三角巾

※赤ちゃんが参加するとき

は、バスタオルやおむつな

ど、赤ちゃんに必要なもの

も持参してください。

　申込み・問合せ／健康課

（☎ 23 － 3113）

介護体験フェア
　日時／ 10 月15 日（土）13:00 ～16:00
　場所／イオンタウン館山　セントラルコート
　内容／介護技術実演、高齢者疑似体験、福
祉用具展示、進学・就職相談など
　問合せ／知的障害者入所更生施設　中里
の家（☎ 28 －2022）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
！

　
　
　

「
認
知
症
予
防
と
介
護
」

南
房
総
地
域
「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」

　

申
込
締
切
／
10
月
11
日
（
火
）

必
着

　

申
込
み
／
〒
294
―
８
６
０
１

　

北
条
１
１
４
５
―
１　

ス

ポ
ー
ツ
課
（
☎
22
―
３
６
９
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
３
１
１
５
）

　

問
合
せ
／
鋸
南
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
（
☎
55
―
４
４
１
１
）

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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　第 32 回館山若潮マラソン大会の申込み受付を10月1日（土）か

ら始めます。

　競技の種目は、日本陸上競技連盟公認コースの「フルマラソン

の部」、同じく「10 ㎞の部」、「ファミリーの部（2 ㎞）」の 3 部門

です。

　問合せ／【大会に関すること】館山若潮マラソン大会事務局（ス

ポーツ課内　☎ 22 －3696）【申し込みに関すること】館山若

潮マラソン大会エントリーセンター（☎ 03 －3714 －7924）

　開催日／ 1 月 29 日（日）雨天決行

　競技内容・スタート時間／表のとおり

　ゲストランナー／金哲彦氏、飯沼誠司氏（予定）、

久保田武蔵氏

　ペースメーカー／東京経済大学陸上部（3 時間、3.5

時間、4 時間、4.5 時間、5 時間、5.5 時間、6 時間）

　申込方法／市役所や郵便局などにある参加申込書

に必要事項を記入し、参加料を添えて郵便局で申し

込んでください。参加申込書と参加料を持参すれば

スポーツ課（市役所本館 3 階）でも受け付けます。

また、ホームページ（http://runnet.jp）からも申

し込むことができます。

　申込締切／ 11 月 10 日（木）

※申込状況により、締切前に終了する場合がありま

す。

館山若潮マラソン大会
第32回

■ナンバーカード引換場所
　前日／南総文化ホール（15:00 ～ 18:00）

　当日／大会会場（7:30 ～ 9:30）　

※フルマラソンの部は 9:00 まで

■前夜祭
　日時／１月 28 日（土）16:00 ～ 18:00

　会場／南総文化ホール

　内容／金哲彦氏のコース説明を含めたトーク

ショー、大抽選会など

　参加料／無料

フルマラソンの部
対　象

スタート時間
制限時間
参加料

10 ㎞の部
　対　象

スタート時間
制限時間
参加料

ファミリーの部
対　象

スタート時間
制限時間
参加料

　新聞や雑誌で多数のコラムを

執筆し、テレビやラジオで陸上

競技の解説者として活躍中の金

哲彦氏によるマラソンクリニッ

クを開催します。

　日時／１月 28 日（土）13:00

～15:00

　場所／当選者に別途通知

　対象／１月 29 日（日）の館山

若潮マラソン大会に出場する人

金哲彦氏によるマラソンクリニック

▲前夜祭の大抽選会（昨年度撮影）

　定員／ 200 人（応募多数の場合は抽選）

　参加料／ 500 円（保険料を含む）

※当日徴収します。

　申込方法／参加申込書の中にあるマラソンクリ

ニック参加希望欄に記入してください。

　問合せ／館山若潮マラソン大会事務局（スポー

ツ課内　☎ 22 － 3696）

男女とも15歳以上（中学生不可）
10:00
6時間以内
4,000円

男女とも15歳以上（中学生不可）
10:35
1時間30分以内
3,000円

小学生と保護者
10:45
20分以内
3,000円（1組5人以内）
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応
募
資
格
／
①
海
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
賛
同
し
、
海
辺
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
人　

②

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
管
理
（
点
検
、
修

理
、
清
掃
）
で
き
る
人

　

規
格
／
市
内
の
海
岸
で
集
め

た
ビ
ー
チ
グ
ラ
ス
で
製
作
し

た
円
筒
形
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

で
、
高
さ
11
㎝
以
下
、
内
径
12

㎝
以
上
、
外
形
16
・
５
㎝
以
下

の
も
の

※
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
飾
っ
た

車
止
め
に
は
、
製
作
者
の
名
前

を
表
示
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
品
に

添
え
て
、
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
１

人
１
作
品
ま
で
）

※
応
募
用
紙
は
み
な
と
ま
ち
づ

く
り
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

募
集
期
間
／
平
成
24
年
３
月

１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

　

応
募
・
問
合
せ
／
み
な
と

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
22
―

３
６
０
６
）

募 集

有 
料 
広 
告

鏡
ヶ
浦
通
り
の
車
止
め
照
明
を
飾
る

「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
」を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

鏡
ヶ
浦
通
り
の
車
止
め
照
明
を
飾
る
、
手
作
り
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
募
集

し
ま
す
。

　

館
山
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
照
明
を
作
り
出
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
２
回
目
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
は
、
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
製
作
委
員
会
に
よ
る

審
査
選
定
を
行
い
、
15
基
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

一緒にビーチグラスを拾いましょう

　募集に先立ち、ランプシェード作り
方教室を開催します。ランプシェー
ドの作り方や応募方法、維持管理
方法などを説明します。
　日時／ 11 月 6 日（日）13:30
～ 15:00
　場所／市立博物館分館（旧県立
安房博物館）1 階会議室
　講師／成田均 氏
　定員／ 30 人（先着順）
　申込方法／郵便番号、住所、氏
名（中学生以下の場合は保護者氏
名も）、年齢、電話番号を、電話ま
たはＦＡＸでお知らせください。
　申込締切／ 11 月 1 日（火）
　申込み・問合せ／みなとまちづ
くり課（☎ 22 － 3606、ＦＡＸ
24 － 2404）

　教室当日、午前
9 時 か ら午 前 11
時頃まで『成田さ
んと歩く海辺の散
歩』を実施します。実際に海辺を歩
き、ビーチグラスを拾ってみましょう。
　参加希望者は、午前 8 時 50 分
に坂田海岸公衆トイレ前に集合して
ください。

ランプシェード作り方教室

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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　この運動会では、子どもから大人までだれでも気楽に参加できる種目を行います。各種目の上位入賞者
には、賞品を贈呈します。
　当日は、無料体験として館山市サッカー協会の協力によるキッズコミットの開催も予定しており、参加
者には参加賞を用意しています。
　また、「こどもちゃれんじ」体操のお兄さんとして活躍し、館山エンタメ大使でもある久保田武蔵さん
が応援に駆けつけ、むさしエンタメ体操などで運動会を盛り上げます。
　なお、今回の運動会は東日本大震災被災者支援事業として、館山市をはじめ安房地域に避難している被
災者の皆さんにも参加してもらい、地域住民との交流を図ります。
　この機会に、みんなで一緒に体を動かす楽しさを味わってみてはいかがでしょうか？
　日時／ 10 月 30 日（日）8:30 ～ 15:30（予定）
　場所／市営市民運動場（雨天時は市営市民体育館）
※雨天時はソフトバレーボール大会、キッズコミット、グラウンドゴルフホールインワン大会を行います。
　参加料／会員 300 円、非会
員 500 円、被災者無料（保険料、
賞品代などを含む）
※キッズコミットのみ参加する
人は無料です。
※この参加料で複数の種目に参
加することができます。参加料
は大会当日に徴収します。
　申込方法／参加申込書に記入
の上、スポーツ課へ提出して下
さい。（FAX でも可）
※参加申込書はスポーツ課にあ
ります。また、市ホームページ
や、ブログ「わかしお日記」よ
りダウンロードすることができ
ます。
※大会の組分け（赤・白）は事
務局で行い、当日受付時に参加
者へお知らせします。
　申込締切／ 10 月 14 日（金）
必着
　申込み・問合せ／〒 294 －
8601　 北 条 1145 － 1　 ス
ポーツ課内　館山ファミリース
ポーツクラブ“わかしお”事務
局（ ☎ 22 － 3696、FAX23
－ 3115）

館山ファミリースポーツクラブ“わかしお”

　 運動会　with 　キッズコミット

～東日本大震災被災者支援事業～

　「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」を合言葉に活動している「館山ファミリースポーツク

ラブ“わかしお”」では、「館山ファミリースポーツクラブ“わかしお”運動会　with　キッズコミット

～東日本大震災被災者支援事業～」を開催します。

競技の詳細は、開催要項、市ホームページ、ブログ「わかしお日記」

（http://yaplog.jp/wakashio/）に掲載しています。

申込み

不要

個人

不要

申込み

№

1

5

7

フィールド種目（トラック種目と同時進行で実施）

№

種　目

むさしエンタメ体操

いっしょにゴールし

ませんか♪

大玉ころころスット

ントン

わかしお競走　ヨー

イ、ドン！

わかしお綱引き

グラウンドゴルフ

ホールインワン大会

昼の体験

チーム対抗わかしお

リレー

種　目

紅白対抗グラウンド

ゴルフ

競技内容

準備体操

綱引き

太極拳の無料体験

ボールを使ったいろい

ろな運動

紅白対抗リレー（１人

150 ｍ）

競技内容

紅白対抗グラウンドゴ

ルフ（マッチプレー）

参加対象

どなたでも

小学生以上

どなたでも

参加対象

トラック種目

2

3

4

6

8

9

1

キッズコミット

借り物（人）競走

紅白対抗大玉ころがし

50 ｍ走

グラウンドゴルフ

小学生以上

小学生以上

小学生以上

どなたでも

どなたでも

小学生以上

小学生以上

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人



18平成 23年10月1日

募 集

千葉県指定有形
文化財（建造物） 那古寺多宝塔再建250周年記念事業

　県内に 2 つしかない多宝塔の一つである那古寺多
たほうとう

宝塔。元禄 16（1703）年の元禄地震で倒壊した那古
寺の諸堂は、地元東町の伊勢屋甚

じんえもん

右衛門が中心となって安房国内に広く勧
かんじん

進を行い、万人講を結んでの寄
進というかたちで寄附が求められ再建されました。万人講による庶民の寄附の積み上げが、宝暦 11（1761）
年の多宝塔完成につながりましたが、それから 250 年を迎えたことを記念し、関連行事が行われます。

◎ 那古寺多宝塔再建 250 周年記念特別開帳
　日時／ 10 月 30 日（日）～ 11 月 6 日（日）8:30 ～ 16:30
　場所／那古寺境内多宝塔
　問合せ／那古寺（☎ 27 － 2444）

◎ 那古寺多宝塔再建 250 周年記念法要

　日時／ 11 月 3 日（木・祝）①稚
ちご

児行列 10:00 ～②紫
さいとう

灯護
ごま

摩 14:00 ～
　場所／那古寺境内
　問合せ／那古寺（☎ 27 － 2444）

◎ 那古寺多宝塔再建 250 年記念講演会
　日時／ 11 月 5 日（土）13:30 ～ 15:30
　場所／那古寺千手院
　講師／日塔和彦 氏（東京藝術大学客員教授・館山市文化財審議会委員）
　定員／一般 50 人（申込み多数の場合は抽選）
　申込方法／往復はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号を明記し、市立博物館本館まで。
　申込締切／ 10 月 26 日（水）
　申込み・問合せ／〒 294 － 0036　館山 351 － 2 　市立博物館本館（☎ 23 － 5212）

◎ もみじコンサート
　日時／ 11 月 13 日（日）14:30 ～ 18:00
　場所／那古寺観音堂

　出演者／宥
ゆうけい

恵＆ m
モンク

onk b
ビート

eat、やなせなな（シンガーソングライター・奈良県教恩寺住職）
　定員／ 200 人
　入場料／無料
　問合せ／那古寺（☎ 27 － 2444）

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告

の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
23
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿

の
作
成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
2

.c
ity

.ta
te

y
a
-

m
a
.c

h
ib

a
.jp

/

会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）



19 だん暖たてやま

　

第
51
次
南
極
観
測
隊
の
調
理

隊
に
参
加
し
た
鈴
木
文ふ

み
は
る治

さ
ん

が
、
そ
の
貴
重
な
体
験
に
つ
い

て
、
豊
富
な
映
像
を
交
え
て
話

し
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
29
日
（
土
）
午

後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
／
市
図
書
館
集
会
室

　

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
　

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

　

申
込
受
付
／
10
月
12
日
（
水
）

　

た
ん
す
の
中
の
、
使
わ
な
く

な
っ
た
洋
服
や
和
服
を
再
利

用
し
て
、
流
行
に
合
わ
せ
て
お

し
ゃ
れ
し
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
11
月
７
日
、
21
日
、

12
月
５
日
、
19
日
、
１
月
16
日
、

２
月
６
日
、
20
日
（
す
べ
て
月

曜
日
）
各
日
と
も
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

　

場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　

講
師
／
原
瀬
當ま

さ
え枝 

氏

◆引き換え忘れはありませんか？
　赤ちゃんに絵本をプレゼント 
　館山市図書館では、赤ちゃんの誕生を祝い、絵本を通しておうちの方と楽

しいふれあいのひとときを持ってほしいと願い、絵本をお贈りしています。

　４か月検診時にご案内と引換券をお渡ししていますので、引換券に必要事

項を記入の上、保険証などお子さんの名前と生年月日が確認できるものと一

緒に図書館へお持ちください。４か月検診を受診されなかった方は図書館ま

でご連絡ください。なお、引換は１歳のお誕生日までとさせていただきます。

☆トイレの改修が完了しました 
　長期に渡りご不便をおかけしておりましたが、館内トイレの改修が終わりました。身障者用トイレにはおむつ換えシートを設置し

ていますので、赤ちゃん連れの方にもご利用いただけます。また、男子トイレ・女子トイレとも使いやすくなりました。利用の際には

きれいに使っていただきますようお願いします。

●今月のおすすめ
 　今年没後１００年を迎えた画家、青木繁。明治３７（１９０４）年２２歳の時、友人たちとスケッチ旅行に館山の布良海岸を訪れ、

ひと夏を送った経験を元に、代表作となった『海の幸』を描きました。

　絵画に対する情熱や溢れんばかりの才能、館山で過ごした日々のことなど、２８年という短い生涯の中の十数年で明治期の美術

界を駆け抜けた青木繁の姿を、現代の私たちはこれらの本からうかがい知ることができます。

「芸術新潮 ２０１１年７月号

　（特集：没後１００年 青木繁 ゴーマン画家の愛と孤独）」　／　新潮社

「青木繁とその情熱」　かわな　静
しずか

　著　／　 てらいんく

「青木繁と画の中の女」　中島美千代　著　／　ＴＢＳブリタニカ

「私論 青木繁と坂本繁二郎」　松本清張　著　／　新潮社

「假
かしょう

象の創造 増補版 －靑木繁全文集－」　青木繁 　著　／　中央公論美術出版

 ※その他にも青木繁に関連する図書を所蔵しています。貸出可能資料は借りること

もできます。

10月の休館日　
10/3、10、17、24、28、31図書館だより 72 館山市図書館（ 22－ 0701）

10月のおはなし会・わらべうたの会
児童向け 10/1､8､15､22　(14:00から) 

幼児向け 10/7　(10:30から) 

わらべうたの会 10/14

　　　　　　　(10:30からと11:00から) 

講
演
会

「
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
南
極
へ
行
く
」

衣
服
の
リ
メ
イ
ク
教
室

北
条
地
区
公
民
館

～
　

申
込
み
・
問
合
せ
／
市
図
書

館
（
☎
22
―
０
７
０
１
）

　

対
象
／
一
般
成
人

　

定
員
／
10
人
（
先
着
順
）

　

持
ち
物
／
再
利
用
す
る
服
、

裁
縫
道
具
、
裁
ち
は
さ
み
、
筆

記
用
具
、
型
紙
用
の
紙

　

申
込
受
付
／
10
月
20
日
（
木
）

～
　

申
込
み
・
問
合
せ
／
北
条
地

区
公
民
館
（
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

☎
24
―
１
５
１
５
）
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市
民

シリーズ

351
「
若
い
人
達
に
も
こ
の
出
来
事
を
知
っ
て

も
ら
い
、
後
世
ま
で
伝
え
て
い
き
た
い
」
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市
内
神
戸
地
区
の
大
神
宮
に
あ

る
千せ

ん
し
ょ
う
じ

祥
寺
に
「
大
神
宮
義
民
七

人
様
」
の
供
養
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
七
人
様
」
と
い
う
の
は
、
万
石

騒
動
よ
り
も
30
年
ほ
ど
前
に
大

神
宮
村
で
起
こ
っ
た
百
姓
一
揆

の
犠
牲
者
た
ち
の
こ
と
で
す
。

寛
文
２
（
１
６
７
２
）
年
に

大
神
宮
村
の
領
主
と
な
っ
た
旗

本
河
野
三
左
衛
門
は
、
高
い
年

貢
を
課
す
な
ど
、
そ
の
横
暴
ぶ

り
に
農
民
が
困
り
果
て
、
ま
た
、

大
凶
作
も
続
い
た
こ
と
か
ら
、

天
和
２
（
１
６
８
２
）
年
に
、

江
戸
の
屋
敷
や
奉
行
所
に
嘆
願

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
訴

え
は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
、

仲
間
の
裏
切
り
も
あ
り
、
代
表

の
７
人
は
罪
を
問
わ
れ
、
処
刑

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

時
は
流
れ
、
そ
の
領
主
の
支

配
が
終
わ
っ
た
３
年
後
の
文
化

11
（
１
８
１
４
）
年
に
供
養
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
つ

し
か
地
下
に
埋
も
れ
、
そ
の
存

在
が
発
見
さ
れ
た
の
は
大
正
11

年
。
そ
の
後
、
地
元
の
人
達
が

管
理
を
行
い
、
昭
和
49
年
７
月

に
は
、
市
の
指
定
文
化
財
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
11
年
の
法
要
か
ら
90
年

の
歳
月
が
流
れ
、
今
年
が
330
回

忌
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
大

神
宮
区
で
は
４
月
に
実
行
委
員
会

を
発
足
。
区
を
あ
げ
て
平
成
の
法

要
を
執
り
行
う
た
め
に
活
動
を
始

め
、
ま
た
、
供
養
碑
の
傷
み
も
目

立
つ
た
め
、
法
要
に
あ
わ
せ
て
、

改
修
も
計
画
。
10
月
末
に
土
台
の

改
修
が
終
わ
る
予
定
で
す
。

家
城
勇
副
委
員
長
は
、「
今
日
、

私
た
ち
が
平
和
に
暮
ら
せ
て
い
る

の
は
、
大
神
宮
の
た
め
に
命
を
落

と
し
た
七
人
様
の
お
か
げ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
330
回
忌
法
要

を
執
り
行
い
、
若
い
人
達
に
も
こ

の
出
来
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
後

世
ま
で
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

330
回
忌
法
要
は
11
月
９
日

（
水
）
午
前
11
時
か
ら
執
り
行

わ
れ
ま
す
。

小
網
寺
の
梵
鐘

檀
那
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
の
活
動
は
、
幕
府
や
北
条
氏

と
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

小
網
寺
の
梵
鐘
製
作
に
北
条

氏
が
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
資

料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
前

回
ご
紹
介
し
た
市
内
の
萱
野
遺

跡
か
ら
は
、
北
条
得と

く
そ
う
け

宗
家
と
関

係
の
深
い
寺
社
の
瓦
が
出
土
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
小
網
寺
と

同
じ
豊
房
地
区
の
西
長
田
に
は
、

右
に
挙
げ
た
円
覚
寺
の
所
領
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
、

小
網
寺
と
北
条
氏
と
の
間
に
何

ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
網
寺
に
は
、
金

沢
称
名
寺
開
山
審し

ん

海か
い

上し
ょ
う
に
ん

人
ゆ
か

り
の
密
教
法
具
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
内
豊
房
地
区
の
出い

で
の
お

野
尾
に
あ

る
小こ

あ
み
じ

網
寺
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
作

ら
れ
た
梵

ぼ
ん
し
ょ
う鐘

が
あ
り
、
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

梵
鐘
は
、
小
網
寺
が
東
京
湾
を
挟

ん
だ
鎌
倉
と
深
い
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

梵
鐘
は
総
高
107
・
５
㎝
、
口
径

62
・
１
㎝
で
、
３
段
組
に
鋳い

あ上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
、
乳ち

（
上
部
の
突
起
部

分
）
は
４
段
４
列
で
、
上
帯
に
は

飛ひ
う
ん
も
ん

雲
文
と
日じ

つ
げ
つ月

を
、
下
帯
に
は
密

教
法
具
の
三さ

ん
こ鈷

杵し
ょ

を
鋳
出
し
て
い

ま
す
。

　

２
個
の
撞つ

き
ざ座

の
蓮れ

ん
げ
も
ん
よ
う

華
文
様
は 

八は
ち
よ
う葉

複ふ
く
べ
ん弁

で
、 

竜り
ゅ
う
ず頭

の
方
向
と
同

一
線
上
に
あ
り
ま
す
。
池い

け

の
間ま

に
は
、
梵
語
で
「
大だ

い
ず
い随

求ぐ

陀だ

羅ら

尼に

」
を
２
区
に
わ
た
っ
て
陽
刻
す

る
ほ
か
、
小
網
寺
の
古
称
と
さ
れ

る
「
金
剛
山
大

だ
い
し
ょ
う
ご
ん

荘
厳
寺じ

」
の
銘

や
、
弘
安
９
（
１
２
８
６
）
年

に
「
金こ

ん
ご
う
ぶ
っ
し

剛
佛
子
隆

り
ゅ
う
そ
ん

尊
」
を
大
願
主

と
し
、
矢や

は
ぎ作

助す
け
さ
だ定

・
大お

お
た田

末す
え
の
ぶ延

を

大お
お
だ
ん檀

那な

と
し
て
「
大だ

い
く工

大や
ま
と和

権
ご
ん
の
か
み

守

物も
の
の
べ
の
く
に
み
つ

部
国
光
」
に
よ
っ
て
鋳

ち
ゅ
う
ぞ
う

造
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

大
工
の
物
部
国
光
は
、
河か

わ
ち内

国

（
現
在
の
大
阪
府
）
の
出
身
と
さ

れ
る
鋳い

も

じ

物
師
で
す
。
物
部
姓
を
名

乗
る
鋳
物
師
に
は
、
国
光
の
他
に

も
鎌
倉
市
建け

ん
ち
ょ
う
じ

長
寺
の
梵
鐘
な
ど
を

手
が
け
た
重し

げ
み
つ光

、
鎌
倉
市
長は

せ
で
ら

谷
寺

の
梵
鐘
な
ど
を
手
が
け
た
季す

え
し
げ重

な

ど
が
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
最

も
多
く
の
梵
鐘
鋳
造
を
手
が
け
た

人
物
が
国
光
で
す
。

　

国
光
は
小
網
寺
の
梵
鐘
を
製

作
し
た
後
、
神
奈
川
県
海
老

名
市
の
国
分
寺
、
横
浜
市
の

東と
う
ぜ
ん
じ

漸
寺
、
称

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

名
寺
、
鎌
倉
市
の

円え
ん
が
く
じ

覚
寺
と
次
々
に
梵
鐘
を
鋳
造

し
て
い
き
ま
す
。
し
か
も
、
称

名
寺
梵
鐘
は
金か

ね
さ
わ沢

顕あ
き
と
き時

、
円
覚

寺
梵
鐘
は
執
権
北
条
貞さ

だ

時と
き

が
大

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
⑦

▲改修前の供養碑

▲梵鐘

▲「大工大和権守物部国光」
　（拡大）

市
立
博
物
館
の
休
館
日

10
月
３
日
、11
日
、17
日
、24
日
、31
日


